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宇宙ゴミから地球を守れ!今こそ知るべき軌道環境の現状とその対策を解説!
持続可能な宇宙開発に必要な行動規範と環境保全のための最新対策技術を紹介!

宇宙ビジネス参入に必要な
国際ルールとデブリ対策の最新動向を体系的に詳解!
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